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投票すませて夏休み！み んなで選ぶ豊かな未来！

２広報なかがわ　平成19年７月10日

転
入
者
の
投
票

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
来

る
７
月
29
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
最
近
、
他
の
市
町
村
か
ら

那
珂
川
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
平
成
19
年
４
月
11
日
ま
で
に
那

珂
川
町
に
転
入
届
を
出
さ
れ
た
方

　

那
珂
川
町
に
お
い
て
、
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
平
成
19
年
４
月
12
日
以
降
に
栃

木
県
内
ま
た
は
県
外
の
他
の
市
町

村
か
ら
転
入
し
、
転
入
届
を
出
さ

れ
た
方

　

前
住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵
便
等
投
票
制
度

～
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
～

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

重
度
の
障
害
者
の
方
、
介
護
保
険

に
よ
る
要
介
護
５
に
該
当
す
る
方

は
、郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票（
自

宅
で
投
票
を
す
る
こ
と
）
が
で
き

ま
す
。

那 珂 川 町 選 挙 投 票 区 及 び 投 票 所 一 覧

第21回参議院議員通常選挙の投票日は　７月29日（日）です 第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
投
票
用
紙
が
２
枚
に
な
り
ま
す
）

○
参
議
院
栃
木
県
選
出
議
員
選
挙
（
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
）

○
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙（
名
簿
登
載
者
の
氏
名
ま
た
は
政
党
名
を
書
い
て
投
票
）

　

投
票
日　
　
　
　
　
　

平
成
19
年
７
月
29
日
（
日
） 

午
前
７
時
～
午
後
８
時

　

公
示
日　
　
　
　
　
　

平
成
19
年
７
月
12
日
（
木
）

　

選
挙
人
名
簿
縦
覧
日　

平
成
19
年
７
月
12
日
（
木
）

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
等
で
不
在
に
な
る
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

期
間
：
平
成
19
年
７
月
13
日
（
金
）
～
平
成
19
年
７
月
28
日
（
土
）

　

時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　

場
所
：
馬
頭
期
日
前
投
票
所
（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

  　
　
　

 

小
川
期
日
前
投
票
所
（
小
川
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

　
　

※
病
院
や
施
設
に
入
院
入
所
中
の
方
は
、
従
来
の
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
、７
月
12
日
に
公
示
さ
れ
、

７
月
29
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
切
な
あ
な
た
の
一
票
を
む
だ
に
し
な
い
よ
う
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

番 号 投 票 区 名 区　　　　　　　　　　　域 投　　票　　所
1 馬頭第１投票区 新町、片根１ 馬頭健康管理センター
2 馬頭第２投票区 南町、田町 馬頭小学校体育館
3 馬頭第３投票区 室町、片根２、矢又、久那瀬 馬頭総合福祉センター
4 馬頭第４投票区 和見、北向田 ひばり幼稚園
5 健武投票区 健武 多目的健武集会所
6 武茂投票区 松野、富山 武茂小学校
7 盛谷投票区 谷川、盛泉 谷川小学校体育館
8 大内投票区 大内、大那地 大内小学校
9 大山田投票区 大山田下郷、大山田上郷 大山田小学校体育館
10 馬頭西投票区 小口、小砂 馬頭西小学校

11 小川第１投票区 上川原、上川原 1 区、新中の原、上中の原、上西の原、梅曾、関場、
山崎、下西の原、恩田 上西の原公民館

12 小川第２投票区 上町、大和町、緑町、栄町 1 区、栄町 2 区、栄町 3 区、本町、舟戸、
舟戸町営住宅、仲町、旭町 小川健康管理センター

13 小川南投票区 吉田、谷田、白久、上片平、下片平、高岡 小川南小学校体育館

14 小川西投票区 東戸田、神田町、三輪 1 区、三輪 2 区、三輪 3 区、萱場、後沢、
小梨、後久保 三輪多目的集会所

15 小川北投票区 下薬利、中薬利、上薬利、薬利境、薬利町営住宅、下芳井、上芳井、
下坪、新屋敷、向梅坪、柳林 薬利小学校



武　茂

大　内

盛　谷

大山田

馬頭西

馬頭第４

馬頭
第１
馬頭
第１

小川北

小川第１ 小川第２小川第１

小川西

小川南

健　武

小川第２

馬頭第３

馬頭総合福祉センター

馬頭健康管理センター

多目的健武集会所

谷川小学校

大山田小学校

馬頭西小学校
上西の原公民館

薬利小学校

三輪多目的集会所

小川南小学校

馬頭小学校

武茂小学校
ひばり幼稚園

馬頭第２馬頭第２

小川健康管理センター 大内小学校

投票すませて夏休み！み んなで選ぶ豊かな未来！

3 広報なかがわ　平成19年７月10日

第21回参議院議員通常選挙の投票日は　７月29日（日）です

那珂川町選挙投票区と投票所
　今回の参議院議員通常選挙は、選挙投票区再編後初めての投票
となりますので、投票区や投票所を間違えないよう、入場券の投
票所らんをご確認ください。

　詳しくは、那珂川町選挙管理委員会までお問い
合わせください。
　☎０２８７－９２－１１１１
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Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
指
し
て

　

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖
化
。
こ
の
解
決
の
た
め
に
世
界

が
協
力
し
て
作
っ
た
京
都
議
定
書
が
平
成
17
年
２
月
16
日
に
発
効
し
ま
し

た
。

　

世
界
に
約
束
し
た
日
本
の
目
標
は
、
温
室
ガ
ス
排
出
量
６
％
の
削
減
で

す
。
こ
の
目
標
達
成
の
た
め
、
私
た
ち
国
民
は
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）

削
減
の
た
め
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

地
球
温
暖
化
と
は
？

　

地
球
を
包
ん
で
い
る
大
気
に
は

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
な
ど
の

「
温
室
効
果
ガ
ス
」
が
含
ま
れ
、

地
球
に
届
い
た
太
陽
の
熱
の
一
部

を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
地
球
の
平
均
気

温
は
15
℃
と
動
物
や
植
物
が
暮
ら

し
や
す
い
気
温
に
保
た
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
人
間
が
便
利

な
生
活
を
求
め
る
こ
と
で
大
気
中

の
温
室
効
果
ガ
ス
が
濃
く
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
地
球

の
平
均
気
温
は
上
が
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
約
１
０
０
年
の
う
ち
に
最

大
で
５
・
８
℃
も
上
が
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
自
然
に
ど

ん
な
影
響
が
あ
る
の
？

　

地
球
温
暖
化
が
進
む
と
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
。
温
暖
化
が
及
ぼ

す
地
球
環
境
へ
の
影
響
は
左
記
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に

　
　
　
　
　

今
、
で
き
る
こ
と

　

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
に
は
「
自

然
を
守
る
暮
ら
し
」
を
続
け
、
温

室
効
果
ガ
ス
を
増
や
さ
な
い
生
活

を
す
る
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
皆
さ
ん
が
住
む
地
域

で
と
れ
た
野
菜
を
買
っ
て
食
べ
る

こ
と
で
、
遠
い
所
か
ら
物
を
運
ぶ

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
く
て
す
み

ま
す
。
こ
れ
も
私
た
ち
に
で
き
る

温
暖
化
を
防
ぐ
１
つ
の
方
法
で
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
「
今
、

で
き
る
こ
と
」
を
一
緒
に
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

政
府
は
基
準
と
さ
れ
る
排
出
量
か
ら
６
％
を
削
減
す
る
た
め
、「
チ
ー

ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
と
銘
打
っ
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
国
民
運
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
約
束
の
「
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
の
達

成
に
向
け
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
意
識
で
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
も
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
で
は
、６
つ
の
具
体
的
な
温
暖
化
防
止
（
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
）
の
行
動
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

●
冷
房
は
28
℃
に
設
定
し
よ
う

（
温
度
調
節
で
減
ら
そ
う
）

　

１
℃
冷
暖
房
を
控
え
る
と
、
１

世
帯
あ
た
り
年
間
の
排
出
量
に
対

し
て
０
・
５
％
削
減
で
き
、
１
年

間
の
節
約
金
額
は
約
２
、０
０
０

円
に
な
り
ま
す
。

●
蛇
口
は
こ
ま
め
に
閉
め
よ
う

（
水
道
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う
）

　

シ
ャ
ワ
ー
を
１
分
間
出
し
続
け

る
こ
と
を
止
め
る
と
、
１
世
帯
あ

た
り
年
間
の
排
出
量
に
対
し
て

１
・
１
％
削
減
で
き
、
１
年
間
の

節
約
金
額
は
約
４
、０
０
０
円
に

な
り
ま
す
。

●
エ
コ
製
品
を
選
ん
で
買
お
う

（
商
品
の
選
び
方
で
減
ら
そ
う
）

　

省
エ
ネ
製
品
を
買
う
と
、
エ
ア

コ
ン
の
場
合
、
１
世
帯
あ
た
り
年

間
の
排
出
量
に
対
し
て
２
・
２
％

削
減
で
き
、
１
年
間
の
節
約
金
額

は
約
８
、７
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

●
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
な
く
そ
う

（
自
動
車
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う
）

　

停
車
時
に
か
け
続
け
て
い
る
エ

ン
ジ
ン
を
１
日
５
分
間
止
め
る

と
、
１
世
帯
あ
た
り
年
間
の
排

出
量
に
対
し
て
０
・
７
％
削
減
で

き
、
１
年
間
の
節
約
金
額
は
約

２
、０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

●
過
剰
包
装
を
断
ろ
う
（
買
い
物

と
ご
み
で
減
ら
そ
う
）

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
レ
ジ
袋
を
マ

イ
バ
ッ
グ
に
替
え
る
と
、
１
世
帯

あ
た
り
年
間
の
排
出
量
に
対
し
て

１
％
削
減
で
き
ま
す
。

●
コ
ン
セ
ン
ト
を
ま
め
に
抜
こ
う

（
電
気
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う
）

　

コ
ン
セ
ン
ト
を
こ
ま
め
に
抜
く

と
、
１
世
帯
あ
た
り
年
間
の
排

出
量
に
対
し
て
１
・
５
％
削
減
で

き
、
１
年
間
の
節
約
金
額
は
約

６
、０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

地球温暖化が及ぼす可能性のある
地球環境への影響

生態系の影響
植生が変化するなどの
生態系への影響が出る

食料不足
病害虫が増え、

穀物生産が減少して
世界的に深刻な食糧難を
招く恐れがある

感染症の増加
ウイルスを運ぶ蚊の
生息する地域が広まり、
世界各地で感染症の
脅威が広まる

氷河の後退
世界各地で氷河が

溶け出して後退している

暑熱、熱波の増加
日射病などの
熱中症が増える

サンゴ礁の減少
水面が上がると、サンゴと
一緒に住んでいる藻が
体内から出て行って、
栄養が十分にとれなく
なって死滅する

海面の上昇
海面の水の高さの平均は、
20世紀の間に10～20 cmも

上昇している

「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
と
６
つ
の
行
動



5 広報なかがわ　平成19年７月10日

第２回 那珂川町夏まつり
花火大会　8月14日（火）午後７時30分　
（※雨天時には、15日（水）に順延となります。）
打ち上げ場所　北向田地内那珂川河川敷
観 覧 場 所　小川地内那珂川河川敷（舟戸）
打ち上げ時間　午後７時30分～午後８時30分
交通規制時間　午後６時～午後９時
問い合わせ　那珂川町夏まつり実行委員会
（事務局：馬頭商工会　☎028 7－92－224 9）

「Yosakoi 那珂川」踊り  午後６時
那須小川まほろば太鼓　午後６時30分
鮎とマスのつかみどり
日　　時　８月14日（火）午前11時開始
受付開始　午前10時
参 加 費　中学生以上1,000円・小学生500円
前売り券　中学生以上　900円・小学生450円
前売り券販売先　馬頭観光協会（観光センター内）　　　
　　　　　　　　小川観光協会（小川商工会内）
　※中学生以上は、幼児1人同伴可能です。
　※幼児のみの参加はできません。
問い合わせ　馬頭観光協会 ☎ 0287－92－5757
　　　　　　小川観光協会 ☎ 0287－96－3172

土地利用調整基本計画（案）に対する
　　　パブリックコメントを実施します

７月17日（火）～８月17日（金）まで
　

現
在
、
町
で
は
、
町
総

合
振
興
計
画
を
踏
ま
え

て
、
那
珂
川
町
土
地
利
用

調
整
基
本
計
画
を
策
定
中

で
す
。
こ
の
計
画
は
、
土

地
を
無
秩
序
な
開
発
等
か

ら
守
り
、
適
正
な
土
地
利

用
の
誘
導
を
図
っ
て
い
く

た
め
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
町
民
の
皆
さ
ま

な
ど
か
ら
計
画
に
対
す
る

ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
、

そ
れ
ら
を
計
画
に
反
映
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

意
見
等
の
提
出
が
で
き
る
方

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
、

町
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
個
人
及
び
法
人
、
そ

の
他
の
団
体
等

計
画
（
案
）
の
公
表
方
法

　

計
画（
案
）は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
企
画
財
政
課
、
支
所

管
理
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法

　

郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電

子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
書
面
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

意
見
等
を
提
出
す
る
場
合
に

は
、
必
ず
住
所
（
所
在
地
）、

氏
名
（
会
社
名
）、
連
絡
先
、

意
見
の
内
容
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

上
記
の
ほ
か
詳
細
な
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
那
珂
川
町
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
実
施
要

綱
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま

す
。問い合わせ

企画財政課地域振興係
  ☎  0287－92－1114
FAX 0287－92－1316
メールアドレス
sinkou@town.tochigi-
nakagawa.lg.jp

ゴミから出火!!
　年間数回、ゴミ収集車から火災が発生していま
す。その原因は、燃えるゴミの中に中身の残った
ライターやガス缶が分別されずに混ざっているた
めです。
　中身の残っているライターやガス缶（スプレー
缶）をそのまま出すことは、ゴミの資源化の妨げ
になるだけではなく、発火や爆発の恐れがあり非
常に危険です。その他、カセットコンロの電池の
抜き忘れなども発火の原因になります。
　作業の安全確保のためにも、発火の恐れのある
ゴミは十分注意して出してください。

ライター等 ⇒ 使い切る（若しくは分
解しガスを抜く）

ガス缶、
スプレー缶等 ⇒ 穴を開けてガスを抜く

カセットコンロ
等（点火装置の
あるもの）

⇒ 電池を外す
（電池は有害ごみ）

花　　　　　火 ⇒ 水に濡らす

【発火性の恐れのあるゴミと出し方】

問い合わせ　

　住民生活課生活環境係  ☎0287－92－1112
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「見るテレビ」から「使うテレビ」へ「見るテレビ」から「使うテレビ」へ
　今月号は、おもに2011
年度に完成が予定されて
いる「新東京タワー｣をご
紹介します。

アナログ放送は2011年までに終了

　2001年７月25日の電波法の一部改正に基づき、現
在のアナログ放送は2011年７月24日で終了します。
アナログ放送終了後は、デジタル放送のみとなりま
す。引き続き地上テレビ放送を視聴するには、ケー
ブルテレビに加入するか、地上デジタル放送受信対
応のテレビ、チューナー及びアンテナが必要となり
ます。場所によっては、地形や電波の伝搬状況によ
りデジタル放送波が受信できない場合があります。

中継局を順次開局

　2005年に東京タワー及び水戸、平塚、前橋、宇都
宮中継局から地上デジタル放送の電波送信が開始さ
れ、2006年には、日立、銚子、矢板、沼田、小田原
及び秩父中継局で地上デジタル放送が開始されまし
た。馬頭中継局については、2008年３月に開局する
予定です。

地上デジタル放送

　電波の有効利用、テレビ放送の高画質化･高機能
化を推進するために、地上の電波塔から送信する地
上波テレビ放送をデジタル方式で送信する放送サー
ビスのことです。

ＢＳデジタル放送

　ＢＳとは、「ブロードキャスティング・サテライ
ト（放送衛星）」の略称で、放送衛星を使ったデジ
タル信号によるテレビやラジオの放送のことをいい
ます。高画質・高音質はもちろん、多チャンネル放
送やデータ放送が可能であるという特徴をもってい
ます。

ＣＳデジタル放送

　ＣＳとは、「コミュニケーション・サテライト
（通信衛星）」の略称です。ＢＳデジタル放送がハ
イビジョン番組を中心に放送しているのに対して、
ＣＳデジタル放送では、スポーツ、ニュース、音
楽、アニメなどのジャンル別に豊富な番組を提供し
ていることが特徴です。ＣＳ放送では、スカイパー
フェクトＴＶがテレビ・ラジオで約290チャンネル
の番組を放送しています。

テレビ塔・中継局

　テレビ塔といえば、全国各地にありますが、「さ
っぽろテレビ塔」、「名古屋テレビ塔」、「福岡タワー」、
そして「東京タワー」などが有名なテレビ塔です。
　テレビ塔は、電波塔としてテレビやラジオの電波
を送信している施設で、大都市の中心部に位置し、
電波塔としての機能のほか、展望施設を有している
ことが多く、観光名所としても人々に愛されていま
す。それに対し、中継局はテレビ塔からの電波を受
けて、より遠隔地に電波を送信するための施設です。
　栃木県内には 10 ヵ所の中継局があり、那珂川町
にも「馬頭中継局」があります。また、県北地区で
は、矢板市赤滝北高原に「矢板中継局」があり、現
在、那珂川町で地上デジタル放送が受信できる予定
の中継局は、この２ヵ所だけです。

東京タワー
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新東京タワー（すみだタワー）の概要

１．タワーの高さ　約610ｍ
２．施設の内容　　展望施設（第１展望台350ｍ、
　　　　　　　　　第２展望台450ｍ）
３．工事期間　　　2006年度～2011年度
４．建設予定地　　東京都墨田区押上１丁目
※下記の図は、世界各国のテレビ塔の比較です。

新東京タワー（すみだタワー）イメージ図
東武鉄道・新東京タワー提供

小川地区の全世帯現地調査のお知らせ

　小川地区の工事の実施に向けて事業手続きを進めていま
すが、伝送路敷設工事等の実施設計において、全世帯現地
調査を行わなければなりません。
　つきましては、委託先の調査員が電柱間の距離や電柱か
ら家屋までの距離を実測します。宅地内に入る場合は、ご
了解の上で実測調査をしますので、ご理解とご協力をよろ
しくお願いします。調査員は、左記の写真のとおり、黄色
い腕章をつけて２人１組で調査します。
○現地調査期間　

　　　平成19年６月中旬から７月下旬まで

　ケーブルテレビへの加入希望やお悩みのことがありまし
たらお気軽にご連絡ください。
農林振興課高度情報化推進室　☎０２８７－９２－１１０８

610m

世界各国のテレビ塔553m

540m
468m

333m
321m

新東京タワー
高さ・形は
推定

CNタワー
〔トロント〕

オスタンキノ
タワー

〔モスクワ〕

オリエンタル
パールタワー
〔上海〕

東京タワー
〔港区〕

エッフェル塔
〔パリ〕



8広報なかがわ　平成19年７月10日

あ
な
た
の
年
金
記
録
を

　
　

も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
く
だ
さ
い

　

年
金
記
録
の
不
安
に
対
し
、
宇

都
宮
東
社
会
保
険
事
務
所
が
皆
さ

ま
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時　

７
月
31
日
（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

研
修
室

持
参
す
る
も
の　
　

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
通
知
ま
た
は
運
転
免
許
証
等

　

本
人
以
外
の
方
が
来
場
さ
れ
る

場
合
、
来
場
さ
れ
る
方
の
身
分
を

証
明
す
る
も
の（
運
転
免
許
証
等
）

と
本
人
の
年
金
記
録
照
会
に
対
す

る
委
任
状
を
お
持
ち
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
　
　
　

宇
都
宮
東
社
会
保
険
事
務
所　
　

☎
０
２
８―

６
８
３―

３
２
１
７

住
民
生
活
課
保
険
年
金
係　

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

小
川
支
所
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

☎
０
２
８
７―
９
６―

２
１
１
４

～
臨
時
社
会
保
険
事
務
所
出
張
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
～

対　　象　国民健康保険に加入されている世帯
　　　　　（１世帯につき１枚）
内　　容　対象となる保養施設での日帰り入浴が
　　　　　無料になります。
　　　　　（入浴券１枚で、１人１日限り入浴で
　　　　　きます）
利用期間　平成 20 年３月末日まで
そ の 他　対象となる保養施設、詳細については
　　　　　入浴券の裏面に記載されています。
問い合わせ　住民生活課　☎０２８７－９２－１１１２

日帰り入浴券を　　　
　　　配布しました
（国民健康保険保養施設利用事業）

～
高
齢
者
・
身
体
障
害
者
～

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

　
　
　
　

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
介
護
保

険
に
お
い
て
、
要
介
護
認
定
、
要

支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方
や
身

体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
障

害
者
が
居
住
す
る
住
宅
に
対
し

て
、
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
を
行
っ
た
場
合
に
、
そ
の
住

宅
に
係
る
翌
年
度
の
固
定
資
産
税

が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

①
対
象
と
な
る
住
宅
の
要
件

・
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
家
屋
で
あ
る
こ
と
。

（
貸
家
は
対
象
外
）

・
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
自

己
負
担
額
が
１
戸
当
た
り
30
万
円

以
上
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
た
場

合
は
、
そ
の
金
額
を
除
外
し
た
額

が
30
万
円
以
上
の
場
合
）

②
対
象
と
な
る
改
修
工
事
の
内
容

・
通
路
、
出
入
口
の
拡
幅　
　
　

・
階
段
の
勾こ
う

配ば
い

の
緩
和

・
浴
室
の
改
良

・
ト
イ
レ
の
改
良

・
手
す
り
の
取
り
付
け

・
床
の
段
差
の
解
消

・
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え

・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

　

減
額
適
用
の
条
件
、
申
請
の
方

法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
２
０

　　7月は 「社会を明るくする運動」

　　　　　　　 「青少年の非行問題に取り組む」 強調月間です
「防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り」

社会を明るくする運動とは？
　すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、そ
れぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的
な運動です。

　「第 57 回社会を明るくする運動」那珂川町実施委員会
　住民生活課　　☎０２８７－９２－１１１２
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最
近
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な

る
事
件
、
事
故
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

リ
ー
ダ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー

ダ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

時
の
巡
回
や
学
校
周
辺
の
危
険
箇

所
の
見
回
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
馬
頭
の
川
上
幸

男
さ
ん
（
馬
頭
中
学
校
・
馬
頭
東

中
学
校
区
担
当
）
と
小
川
の
清
水

賢
治
さ
ん（
小
川
中
学
校
区
担
当
）

が
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
那
珂
川
警
察
署
に
は
、

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
警
察
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
（
小
山
秀
雄
さ
ん
）
が
配
置

さ
れ
て
お
り
、
青
色
回
転
灯
を
装

備
し
た「
ス
ク
ー
ル
安
全
活
動
車
」

（
７
月
２
日
配
置
）で
巡
回
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

２
０
３
６

学
校
の
安
全
を
守
る

　
　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

スクールガード・リーダー警察スクールサポーター

那珂川町結婚相談所を
ご存知ですか？

　那珂川町では、地域の次代を担う方に配偶者を紹介す

る結婚相談所を設けています。結婚相談員は、明るく豊

かで住みよい地域を作るため活動しています。お気軽に

ご相談ください。

問い合わせ　住民生活課　☎0287－92－1112

水道検針にご協力ください
　町では、２ヵ月に１度、水道検針員が各家庭を訪問し、

水道メーターの検針を行っています。

　検針の時期は偶数月の中旬から奇数月の上旬です。

　水道メーターの管理は給水装置の一部として、各家庭

で管理することになっていますので、次のことに注意し

てご協力をお願いします。

①メータボックス内に土や水が流入しないよう、点検し

　て下さい。

②飼い犬や自家用車、コンテナなどが検針の妨げとなら

　ないよう、ご協力ください。

検針票が新しくなります。

　小川地区については、７月期から水道検針票（使用量

のお知らせ）が新しくなります。

　今までは使用量のみを通知していましたが、新しい検

針票（使用水量、料金等のお知らせ）では、使用量、料

金と前回の口座振替領収書が印刷されます。従来の口座

振替通知は郵送されませんので、大切に保管して下さい。

　なお、下水道及び農業

集落排水使用料について

は、従来の通知により確

認ください。

問い合わせ　

　上下水道課

　☎０２８７－９２－２００２

　氏　名　　　住　所　　　　　連　絡　先

川上美知代　　小　川　　☎０２８７－９６－２５３８
佐藤　賢治　　小　川　　☎０２８７－９６－２６０７
佐原　昭造　　浄法寺　　☎０２８７－９６－３１５６
佐原　洋子　　小　川　　☎０２８７－９６－２１６９
福島　　正　　芳　井　　☎０２８７－９６－２４１０
山本　一枝　　小　川　　☎０２８７－９６－３１８３
豊田　耕平　　谷　田　　☎０２８７－９６－２４９７
鈴木　一夫　　馬　頭　　☎０２８７－９２－３９３３
大金　佐内　　矢　又　　☎０２８７－９２－２４６１
平塚ハツイ　　健　武　　☎０２８７－９２－３３００
森　　清一　　小　口　　☎０２８７－９２－４４０６
大門八重子　　松　野　　☎０２８７－９２－５２６２
塚田　秀知　　盛　泉　　☎０２８７－９２－５１０４
大金　　進　　大　内　　☎０２８７－９２－３８６９
橋本美智子　　馬　頭　　☎０２８７－９２－２０２７
小高　七重　　和　見　　☎０２８７－９２－５２２８
高野　　耘

ゆいん

　　富　山　　☎０２８７－９２－５４８３
川和　賢一　　大　内　　☎０２８７－９２－２３８８
益子　道子　　大山田下郷　　☎０２８７－９３－０５４３
大金　一代　　小　砂　　☎０２８７－９３－０８０８

川
上
幸
男
さ
ん

清
水
賢
治
さ
ん

小
山
秀
雄
さ
ん
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
21
）

　

前
回
は
、「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」（
茨
城
県
笠
間
市
）
の

建
設
経
緯
や
施
設
の
あ
ら
ま
し
、
受
け
入
れ
廃
棄
物
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
今
回
は
、お
も
な
施
設
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」

の
お
も
な
施
設
と
し
て
は
管
理

棟
、
埋
め
立
て
地
、
浸
出
水
処
理

施
設
、
中
間
処
理
施
設
と
し
て
の

溶
融
処
理
施
設
、
防
災
調
整
池
、

自
然
遊
水
地
が
あ
り
ま
す
。

　

管
理
棟
に
は
環
境
学
習
施
設
が

併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
学
習

施
設
に
は
多
目
的
空
間
（
企
画
展

示
コ
ー
ナ
ー
）、
展
示
室
（
廃
棄

物
や
環
境
な
ど
に
関
す
る
展
示
）、

工
作
体
験
室
（
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

工
作
工
房
）、情
報
コ
ー
ナ
ー
（
施

設
の
維
持
管
理
状
況
な
ど
の
情
報

提
供
）
等
が
あ
り
、
小
・
中
学
生

を
始
め
と
す
る
県
民
を
対
象
と
し

た
環
境
学
習
の
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

埋
め
立
て
地
は
、
国
の
基
準
を

上
回
る
多
重
の
遮
水
構
造
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遮
水
シ
ー

ト
に
は
破
損
検
知
シ
ス
テ
ム
を
備

え
る
な
ど
、
安
全
性
に
配
慮
し
た

施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

浸
出
水
処
理
施
設
は
、
埋
め
立

て
地
で
発
生
す
る
浸
出
水
に
含
ま

れ
る
有
機
物
や
浮
遊
物
質
、
カ
ル

シ
ウ
ム
等
を
除
去
し
、
公
共
下
水

道
に
放
流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

水
質
検
査
実
習
室
を
設
け
、
環
境

学
習
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

溶
融
処
理
施
設
の
ガ
ス
化
溶
融

炉
で
は
、
高
温
（
１
、６
０
０
度
）

で
ゴ
ミ
を
溶
融
す
る
こ
と
に
よ
り

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
制

し
て
い
ま
す
。
溶
融
後
に
生
成
さ

れ
る
メ
タ
ル
（
金
属
）
は
再
生
利

用
さ
れ
、
ス
ラ
グ
（
ガ
ラ
ス
質
の

固
形
物
）
は
埋
め
立
て
地
側
面
の

保
護
土
と
し
て
も
利
用
し
な
が
ら

埋
め
立
て
処
理
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
溶
融
の
際
に
発
生
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
熱
）
を
電
力
に
変
換
し
、

施
設
で
利
用
す
る
外
、
余
っ
た
電

力
を
電
力
会
社
へ
送
電
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

防
災
調
整
池
は
敷
地
内
か
ら
の

雨
水
流
出
量
を
調
節
し
、
下
流
河

川
へ
の
影
響
を
防
ぎ
ま
す
。

　

自
然
遊
水
地
で
は
、
シ
ラ
ン
や

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
等
貴
重
な
動

植
物
生
息
地
で
あ
る
湿
地
の
保
全

を
図
る
た
め
、
湿
地
の
大
部
分
を

現
状
の
ま
ま
残
し
、
周
辺
の
自
然

環
境
と
の
調
和
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
笠
間
市
で
は
、「
エ
コ

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
監
視
委
員

会
」
に
よ
る
施
設
内
監
視
を
毎
月

１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
施
設
側

も
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
場

内
の
表
示
板
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

公
表
し
た
り
、
計
測
結
果
を
公
開

す
る
な
ど
、
情
報
公
開
に
努
め
て

い
ま
す
。

相談窓口の開設
相談日時　　毎週水曜日　午後１時～午後６時
場　　所　　役場本庁２階　第３会議室

最終処分場を視察しませんか？
○視 察 先　埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町）

　　　　　　エコフロンティアかさま（茨城県笠間市）

　　　　　　その他、要望の施設

○対 象 者　那珂川町に住所を有する団体・グループ

○実施期日　申し込み団体等と調整のうえ決定します。

　

馬
頭
最
終
処
分
場

で
も
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
高
度
化
事
業
で

整
備
す
る
情
報
網
を

活
用
し
、
処
分
場
の

映
像
（
搬
入
・
埋
め

立
て
の
映
像
等
）
の

情
報
公
開
な
ど
を
柱

と
す
る
住
民
に
よ
る

監
視
シ
ス
テ
ム
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
埼
玉
県

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果
（平成 19 年度第１回年間変動調査分）

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果を
お知らせします。
調査項目　健康項目、生活環境項目、その他
採水日　平成19年５月21日
採水場所　
　１ 周辺環境水
　　（1）投棄地直下河川　（2）小口川上流
　２ 投棄現場
　　（1）投棄地下流側浸出水　（2）投棄地内浸出水
調査結果　周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
問い合わせ　環境整備対策室  ☎０２８７－９２－１１１０
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ありがとう

ございます

寄  贈

｢ また会える日まで ｣

アンドリュー・シューク

　私は、去年８月、

那珂川町の国際交流

員として来日しまし

たが、今月でお別れ

することになりまし

た。今振り返ってみ

ますと、この１年、

「いろいろな体験を

させていただいたものだ」と感慨無量です。

　日本の伝統的な習慣を経験することができました。

国際交流事業の助手として、稲刈りに参加したとき、

実際に手に鎌を持って、稲を刈り取りました。福島さ

んの田んぼでは、ていねいに苗を植えないと、うまく

稲刈りができないことがわかりました。自分で植えよ

うとしたら、やはり難しいだろうと感じました。強い

風で、植えたばかりの苗が移動することもあると聞い

て、驚きました。

　個人的なことでは、「マウンテンエコーズ」という

ジャズバンド、また「OliOli 合唱グループ」に入団して、

母国だけでなく、世界中で演奏が楽しめることを実感

しました。

　姉妹都市交流事業では、那珂川町の子どもたちとと

もにカナダとアメリカに行きました。通訳として頑張

りましたが、そのとき、トロント市の懐かしい場所や、

通い慣れた通りを、早朝、子どもたちと一緒に散歩し

ました。ホースヘッズ村に滞在中は、村の皆さんの温

かいおもてなしを受けました。同時に、那珂川町の子

どもたちとも、親しくなれたのは嬉しいことでした。

　去年の夏、那珂川町の小学生たちと、カヌーで川下

りをしたことや、海の生き物を観察したことは、楽

しい経験でした。那珂川町の宝物である子どもたち

と、楽しく触れ合えました。

　学校訪問では、中学校３校、小学校 11校、それか

ら、幼稚園 2箇所、保育園 8箇所、全部回ってきま

した。音楽やゲームを通して、英語やカナダのこと

を紹介しました。大きな学校から木造の小さな学校

まで、さまざまな雰囲気を味わうことができました。

　やはり、１年間というのは、町の皆さんと触れ合

うには短すぎます。那珂川町ならではの美しい景色、

日本に残っている原風景が私の心に刻まれています。

秋の紅葉や澄んだ青空、初夏の苗を植えたばかりの

田んぼ、静かに輝いている水面、どれも感動的でした。

ウグイスの美しい鳴き声も耳に残っています。この

日本のすばらしさを、カナダのみんなに紹介したい

と思っています。

　母国に帰って、私は結婚します｡ その後また日本

に戻って､ 未来の妻が現在住んでいる埼玉県坂戸市

で暮らします。そこは、旧馬頭町と交流のあったと

ころです。隣の県なので、きっとまた、皆さんにお

会いできることと思います。

　この町を離れるにあたり、町の皆さんに心からお

礼を申し上げます。藤田教育長をはじめ、生涯学習

課の皆さん、学校の先生方には大変お世話になりま

した。学校で出会った子どもたち、英語の楽しさや

カナダのことを忘れないで頑張ってください。大き

くなったら、是非、カナダに来て、英語を使って楽

しんでください。

お世話になりました。

○
福
祉
基
金
へ

十
万
二
千
五
百
円

　
（
株
）
み
ら
い
関
係
企
業
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
一
同
様

○
奨
学
基
金
へ

十
万
円　
　
　
　
　

人
見
宏
様（
馬
頭
）

○
図
書
館
へ

図
書
「
二
宮
金
次
郎
の
一
生
」
他
七
冊

　
　
　
　
　
　
　

岩
河
良
彦
様（
馬
頭
）

○
各
小
・
中
学
校
へ

図
書
三
百
四
十
八
冊（
四
十
万
円
相
当
）

　
　
　
　
　
　
　

岩
河
良
彦
様（
馬
頭
）

○
馬
頭
西
小
学
校
へ

竹
箒
十
本　
　
　

末
吉
久
治
様（
小
砂
）  

○
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
振
興
基
金
へ

十
万
円　
　
　
　
　

人
見
宏
様（
馬
頭
）

十
万
円　
　

佐
川
耕
一
様（
宇
都
宮
市
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ

清
拭
用
タ
オ
ル
約
二
百
枚

　
　
　
　
　
　
　

木
村
紀
枝
様（
馬
頭
）

○
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　
　
　
　

匿
名（
３
９
３
回
）
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消
防
救
助
技
術
大
会

　
　
　
　
　

出
場
選
手
激
励
会

　

第
33
回
県
消
防
救
助
技
術
大
会
に
向
け

て
選
手
を
励
ま
そ
う
と
５
月
31
日
、
馬
頭

分
署
訓
練
塔
前
で
出
場
選
手
激
励
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
の
大

谷
範
雄
組
合
長
は
「
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
さ
れ
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
選
手
は
ロ
ー
プ

ブ
リ
ッ
ジ
救
出
や
ほ
ふ
く
救
出
、
は
し
ご

登
は
ん
な
ど
の
競
技
を
機
敏
な
動
き
で
披

露
し
、
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　

奥
畑
幸
一
消
防
長
は
講
評
の
中
で
「
練

習
の
成
果
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
県
大

会
に
は
上
位
入
賞
目
指
し
、
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

富
山
金
谷
地
区
で  

ホ
タ
ル
ま
つ
り

　

那
珂
川
町
の
自
然
に
親
し
み
、
都
市
と

農
村
の
交
流
を
図
ろ
う
と
６
月
16
日
、
富

山
金
谷
地
区
で
ホ
タ
ル
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
青
年
会
館
の
主
催
す
る
「
コ
ン
セ
ー

レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
の
生
徒

や
そ
の
家
族
な
ど
約
１
０
０
名
が
訪
れ
、

じ
ゃ
が
い
も
掘
り
や
マ
ス
の
つ
か
み
ど
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

夕
方
５
時
か
ら
開
会
式
が
開
催
さ
れ
、

田
沢
武
夫
さ
ん
は
「
金
谷
の
緑
い
っ
ぱ
い

の
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ワ
ー
で
、
心
も
体
も
豊

か
に
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ま
ほ
ろ
ば

が
た
り
な
ど
を
聴
き
、
８
時
ご
ろ
に
は
、

ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
は
じ
め
、
初
夏
の
一

夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

手
作
り
の
絵
本
で
読
み
聞
か
せ

　

小
川
南
小
学
校
で
は
「
い
わ
む
ら
か

ず
お
絵
本
の
丘
美
術
館
」 

館
長
の
指
導
の

下
、
昨
年
１
年
間
か
け
て
、
総
合
学
習
の

時
間
に
、
手
作
り
の
絵
本
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

そ
の
絵
本
を
活
用
し
、
地
域
に
発
信
し
よ

う
と
６
月
20
日
、
小
川
第
３
保
育
園
で
読

み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
年
生
12
名
は
、
園
児
た
ち
と
ボ
ー
ル

遊
び
や
粘
土
な
ど
で
交
流
し
た
後
、
持
参

し
た
「
森
の
救
世
主
」「
ヘ
ビ
の
友
達
」
な

ど
、
手
作
り
の
絵
本
を
園
児
た
ち
に
読
み

聞
か
せ
ま
し
た
。

　

自
然
の
観
察
を
通
し
、
自
ら
の
感
動
が

凝
縮
さ
れ
た
絵
本
は
、
生
き
物
が
次
々
と

登
場
し
、
園
児
た
ち
は
指
を
差
し
た
り
し

な
が
ら
絵
本
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
ま
し

た
。

　

大
山
田
小
で

　
　
　

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
活
動

　

県
民
の
日
に
地
域
の
高
齢
者
と
ふ
れ
あ

お
う
と
６
月
15
日
、大
山
田
小
学
校
で「
ふ

る
さ
と
ふ
れ
あ
い
活
動
」を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
校
庭
や
学
校
周
辺
に
花
の

苗
を
植
え
て
、
環
境
美
化
を
図
ろ
う
と
い

う
も
の
で
、
大
野
順
校
長
は
「
種
か
ら
育

て
て
く
れ
た
人
に
感
謝
を
し
な
が
ら
、
大

き
く
育
つ
よ
う
に
祈
り
を
込
め
て
作
業
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
み
ん
な
の
心
に

も
花
壇
に
も
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

全
校
生
徒
54
人
は
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

や
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
の
苗
を
、
高
齢
者
15

人
に
植
え
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、
手
際
よ

く
植
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
花
は
、
８
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
、
道
行
く
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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県
民
の
日
記
念
式
典
で

　

各
種
功
労
者
、
優
良
学
校
表
彰

　

６
月
15
日
、
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
県
民
の
日
記
念
式
典

で
、
那
珂
川
町
の
次
の
方
々
や
学
校
が
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。　
　
　
（
敬
称
略
）

地
方
自
治
功
労
者

　
　
　
　
　
　
　

谷
田
部
一
郎（
大
山
田
上
郷
）

産
業
振
興
功
労
者　

　
　
　
　
　
　
　

國
安
喜
一
郎（
久
那
瀬
）

　
　
　
　
　
　
　

増
子　

達
雄（
小　

川
）

教
育
功
労
者　
　

小
川　

成
一（
松　

野
）

優
良
学
校　
　
　

薬
利
小
学
校

「
な
か
が
わ
ま
る
ご
と
体
験
村
」
で

　
　
　

焼
酎
・
み
そ
づ
く
り
体
験

　

農
作
業
を
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
都
会

の
人
に
、
い
も
焼
酎
や
天
然
醸
造
み
そ
の

原
材
料
を
栽
培
す
る
過
程
か
ら
参
加
し
て

も
ら
い
、
地
元
の
人
と
の
交
流
と
収
穫
の

喜
び
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
馬
頭
観

光
協
会
や
西
部
営
農
集
団
が
中
心
と
な
っ

て
、
農
業
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
慣
れ
な
い
農
作
業
に
苦
労

し
な
が
ら
も
無
事
終
了
し
、
秋
の
収
穫
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

パ
パ
の
絵
本
お
は
な
し
会
と

　
　
　
　
　
　
　

フ
リ
ー
ト
ー
ク

　

６
月
24
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
共
生
館
に
お
い
て
楽
天
ブ
ッ
ク

ス
店
長
安
藤
哲
也
氏
、
雑
誌
「
グ
ラ
ン
ま

ま
」
編
集
長
田
中
尚
人
氏
、
絵
本
ナ
ビ
事

務
局
長
金
柿
秀
幸
氏
の
３
人
に
よ
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ギ
タ
ー
や
ウ
ク
レ
レ
な
ど
で
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
つ
け
な
が
ら
の
絵
本
の
弾
き
語

り
や
、
歌
に
あ
わ
せ
て
新
聞
紙
を
破
っ
た

り
し
て
遊
ぶ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
子

ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
に
対
す
る
父
親
の
関
わ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
、
終

始
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
の
フ
リ
ー

ト
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
ご
み
の
里
公
園
で

　
　
　
　

第
２
回
ポ
ピ
ー
祭
り

　

初
夏
の
日
差
し
を
浴
び
、
ポ
ピ
ー
・
矢

車
草
・
か
す
み
草
が
色
と
り
ど
り
に
咲
き

誇
っ
た
６
月
２
日
、
盛
泉
野
合
地
区
の
休

耕
地
で
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
盛
谷
協
議

会
が
中
心
と
な
っ
て
、「
第
２
回
ポ
ピ
ー
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、餅
つ
き
の
実
演
販
売
や
「Y

osakoi

那
珂
川
」が
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
演
歌
歌
手
の
歌
謡
シ
ョ
ー
も

行
わ
れ
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

周
辺
は
「
な
ご
み
の
里
公
園
」
と
し
て

整
備
中
で
、
今
年
度
は
約
２
キ
ロ
の
遊
歩

道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
森
林

浴
が
気
軽
に
楽
し
め
、
秋
に
は
紅
葉
の
山

路
を
散
策
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
表
彰

　

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
総
会
が

６
月
15
日
、
宇
都
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
人
権
の
擁
護
と
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

と
し
て
、
次
の
方
々
が
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

　

長
谷
川
久
夫
（
小　

川
）

　

大
金　
　

進
（
大　

内
）

関
東
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

　

高
田　
　

敬
（
馬　

頭
）

　

岡　
　

豊
子
（
久
那
瀬
）

ベニアズマの苗植え

（６月 10 日：和見地区）

大豆の種蒔き

（６月 24 日：久那瀬地区）



　

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

特
に
次
の
３
つ
の
基
本
的
な
衛
生

習
慣
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
食
中
毒
菌
を
つ
け
な
い

・
食
品
や
手
、
調
理
器
具
は
し
っ

　

か
り
洗
う
。

・
食
品
は
包
ん
で
保
存
す
る
。

②
食
中
毒
菌
を
増
や
さ
な
い

・
室
温
に
放
置
せ
ず
冷
蔵
庫
に
保

　

存
す
る
。
冷
蔵
庫
の
容
量
は
、

　

全
体
の
７
割
ま
で
に
す
る
。

・
作
っ
た
料
理
は
早
め
に
食
べ
る
。

③
食
中
毒
菌
を
消
滅
さ
せ
る

・
食
品
内
部
ま
で
十
分
に
加
熱
す

　

る
。

・
調
理
器
具
を
定
期

　

的
に
消
毒
す
る
。

　
食
中
毒
の
主
な
症
状

　

食
中
毒
の
お
も
な
症
状
は
次
の

と
お
り
で
す
。「
も
し
か
し
て
食

中
毒
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
」
と

思
っ
た
ら
、
す
み
や
か
に
医
師
の

診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〈
主
な
症
状
〉

　

吐
き
気
・
腹
痛
・
血
便
・
発
熱
・

　

お
う
吐
・
下
痢
・
頭
痛
・
神
経

　

症
状
（
言
語
障
害
・
視
力
低
下
・

　

呼
吸
困
難
等
）
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①
暖
か
く
、
水
分
と
栄
養
分
の
あ

　

る
環
境
だ
と

　

活
発
に
増
殖

　

す
る
。

②
冷
蔵
庫
の
中

　

な
ど
低
温
だ

　

と
増
殖
ス
ピ

　

ー
ド
は
遅
く

　

な
る
。

③
冷
凍
で
は
死
な
な
い
。

④
ほ
と
ん
ど
の

　

菌
・
ウ
イ
ル

　

ス
は
、 
加
熱

　

に
弱
い
。

⑤
増
殖
す
る
と
き
に
毒
を
出
す
も

　

の
が
あ
り
、
そ
の
毒
は
加
熱
し

　

て
も
消
え
な

　

い
。

⑥
食
品
が
菌
に

　

汚
染
さ
れ
て

　

も
味
や
に
お

　

い
に
変
化
は

　

な
い
。

食
中
毒
を
予
防
す
る
３
つ
の
原
則

　

食
中
毒
は
、
食
品
や
手
指
に
食

中
毒
を
起
こ
す
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が

い
な
い
か
、
い
て
も
食
中
毒
を
起

こ
す
量
ま
で
増
え
て
い
な
け
れ
ば

発
生
し
ま
せ
ん
。

武茂小学校から

食
中
毒
に
気
を
つ
け
よ
う
！

　

食
中
毒
菌
は
、
私
た
ち
の
身
の

回
り
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
潜
ん

で
い
ま
す
。
と
き
に
は
命
に
関
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
何
よ

り
も
予
防
が
大
切
で
す
。

食
中
毒
菌
の
性
質

　

食
中
毒
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
、水
分

と
栄
養
分
が
豊
富
で
暖
か
い
と
、猛

ス
ピ
ー
ド
で
増
殖
し
ま
す
。
逆
に
、

低
温
だ
と
増
え
方
は
遅
く
な
り
ま

す
。ほ
と
ん
ど
の
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は

冷
凍
し
て
も
死
に
ま
せ
ん
が
、
加

熱
に
は
弱
い
性
質
が
あ
り
ま
す
。　

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、こ

れ
ら
の
性
質

を
よ
く
知
っ

て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

12
年
間
、
富
山
地
区
と
松
野
地

区
の
高
齢
者
の
方
に
隔
年
で
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、今
年
は
、

松
野
地
区
の
「
松
寿
会
」
に
依
頼

し
ま
し
た
。

　

事
前
活
動
で
一
人
ひ
と
り
の
児

童
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
教
え
て

も
ら
い
た
い
か
希
望
を
出
し
、
グ

ル
ー
プ
を
編
成
し
ま
し
た
。
次

に
、
児
童
が
希
望
し
た
活
動
へ
の

支
援
が
可
能
か
ど
う
か
調
整
し
ま

し
た
。
最
後
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

細
部
の
計
画
を
立
て
、
そ
れ
を
も

と
に
最
終
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
・
ペ
タ
ン
ク
、
竹
細
工

（
弓
・
水
鉄
砲
・
竹
と
ん
ぼ
）、
料
理

（
ま
ん
じ
ゅ
う
・
焼
き
お
に
ぎ
り
）、

 

「
高
齢
者
に
学
ぶ
活
動
」

　
「
今
年
は
、竹
で
弓
を
作
っ
て
遊

び
た
い
」と
い
う
児
童
の
声
。「
先

生
と
呼
ば
れ
る
の
は
照
れ
く
さ
い

な
」
と
い
う
高
齢
者
の
方
の
声
。

平
成
８
年
か
ら
続
く
本
校
の
伝
統

行
事
「
高
齢
者
に
学
ぶ
活
動
」
で

例
年
聞
か
れ
る
声
で
す
。

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ィ
ン
グ
の
４

つ
の
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
津
原
会
長
の
「
高
齢
者
の

方
た
ち
も
楽
し
み
に
待
っ
て
い

ま
し
た
」
と
い
う
あ
い
さ
つ
の

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
高
齢

者
の
方
を
先
生
に
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
が
あ
り
歓
声
が
起

こ
っ
た
り
、
お
ま
ん
じ
ゅ
う
作

り
で
は
思
う
よ
う
に
丸
く
な
ら

ず
苦
労
し
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。で
も
、

松
寿
会
の
方
に
わ
か
り
や
す
く

教
え
て
い
た
だ
き
、
無
事
終
了

す
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。
昼
食
は

高
齢
者
の
方
と
一
緒
に
、
活
動
の

様
子
や
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を

話
題
に
楽
し
い
会
食
を
し
ま
し

た
。　

　

午
後
は
児
童
だ
け
で
発
表
会
に

向
け
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
教
え
て

も
ら
っ
て
驚
い
た
こ
と
な
ど
を
ま

と
め
ま
し
た
。
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広
報
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
山
三
郎
／
著
（
新
潮
社
）

　

一
男
一
女
の
母
で
あ
り
貞
淑
な
妻
で
あ
る
素
子
に
突
然
訪
れ
た

転
機
・
・
・
そ
れ
は
女
性
実
業
家
と
し
て
名
を
馳は

せ
つ
つ
あ
る
高

校
時
代
の
同
級
生
、
ル
ミ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
「
経
済
的
自
立
」

の
誘
い
だ
っ
た
。
本
書
は
、
三
月
に
逝
去
さ
れ
た
著
者
の
「
琉
球

新
報
等
地
方
紙
」
に
掲
載
さ
れ
た
未
刊
行
作
品
で
す
。

◇
『
い
つ
で
も
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
と
』　

渡
部
サ
ト
／
著
（
河
出
書
房
新
社
）

◇
『
塩
野
七
生
ロ
ー
マ
人
の
物
語
』　

新
潮
社
出
版
企
画
部
／
編
（
新
潮
社
）

◇
『
暗
殺
の
牒
状
』　

澤
田
ふ
じ
子
／
著
（
徳
間
書
店
）

◇
『
天
才
の
育
て
方
』　

五
嶋
節
／
著
（
講
談
社
）　

◇
『
ゲ
ノ
ム
サ
イ
エ
ン
ス
』　

榊
佳
之
／
著
（
講
談
社
）

◇
『
温
暖
化
の
世
界
地
図
』　

カ
ー
ス
チ
ン
・
ダ
ウ
／
著
（
丸
善
株
式
会
社
）

◇
『
み
つ
や
く
ん
の
マ
ー
ク
Ｘ
』　

渡
辺
茂
男
／
作
エ
ム
・
ナ
マ
エ
／
画
（
新
栄
堂
書
店
）

◇
『
く
ら
べ
て
わ
か
る
食
品
図
鑑
』　

家
庭
科
教
育
連
盟
／
編
著
（
大
月
書
店
）

◇
『
海
と
親
し
も
う
』　

伊
藤
勝
敏
／
著
（
岩
波
書
店
）

　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内
寂
聴
／
著
（
新
潮
社
）

　

「
風
姿
花
伝
」
「
花
鏡
」
な
ど
の
芸
論
や
数
々
の
能
作
品

を
著
し
た
能
の
大
成
者
・
世
阿
弥
。
彼
が
佐
渡
へ
流
さ
れ
た

の
は
、
七
十
二
歳
の
時
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
八
十
歳
過
ぎ
ま

で
の
歳
月
の
中
、
ど
の
よ
う
に
逆
境
を
受
け
止
め
、
老
い
と

向
き
合
い
、
そ
し
て
死
を
迎
え
た
の
か
。
世
阿
弥
の
波
乱
の

生
涯
を
描
い
た
大
作
で
す
。

『
秘
花
』

　

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ィ
ー
ズ
ナ
ー
作
（
Ｂ
Ｌ
出
版
）

　

「
漂
流
物
」
海
上
や
水
上
に
浮
か
ん
で
流
れ
の
ま
ま
に
た
だ
よ

う
も
の
。
や
が
て
、
そ
れ
は
ど
こ
か
の
浜
辺
に
う
ち
あ
げ
ら
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
。
繊
細
さ
、
健
や
か
さ
、
可
笑
し
み
、
海
岸
、

大
気
、
色
、
日
ざ
し
、
物
語
、
そ
し
て
、
時
間
。
こ
こ
に
は
そ
の

す
べ
て
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
〇
七
年
コ
ー
ル
デ
コ
ッ
ト
賞
受
賞
作

品
。
美
し
い
絵
本
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

『
漂
流
物
』

那珂川町
図書館

『
本
当
に
生
き
た
日
』

俳　

句

梅
雨
晴
の
土
へ
砲
丸
食
ひ
込
め
り　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

大
高　

松
竹

干
し
物
の
皆
乾
き
け
り
麦
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

大
門　

正
一

初
夏
の
海
し
ぶ
き
真
白
く
フ
ェ
リ
ー
行
く　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

横
山　

義
夫

清
め
塩
ふ
り
て
入
山
聖
五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
西
の
原　
　

金
井　

和
子

少
年
の
目
の
輝
き
や
白
牡
丹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

桧
山　
　

華

生
え
初
め
し
嬰
の
歯
眩
し
き
五
月
か
な　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

荒
井　

大
作

六
月
の
鮎
解
禁
を
前
に
し
て
釣
人
は
竿
の
手
入
れ
し
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

口　
　
　

影
澤　

よ
し

病
院
の
医
師
の
白
衣
を
思
は
せ
て
白
き
芍
薬
今
日
ひ
ら
き
初
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛　

泉　
　
　

佐
藤　
　

茂

梅
雨
日
ざ
し
鈍
く
光
れ
る
川
の
面
に
燕
・
釣
糸
飜
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
那
瀬　
　
　

西
宮　

定
子

杳
か
来
た
り
人
形
作
家
を
訪
ふ
部
屋
に
数
の
や
さ
し
き
眸め

に
み
つ
め
ら
れ
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那珂川町職員採用試験案内

　平成20年４月１日採用の職員を次のように募集します。
職種及び採用予定人員

・一般事務　２名程度　　・保育士　　２名程度
受験資格

　

試験日・場所等

◎第１次試験

◎第２次試験

合格発表

・第１次試験　10月上旬
・第２次試験　10月下旬
受付期間

　７月13日（金）～８月６日（月）
　午前８時30分～午後５時30分（土、日、祝日を除く）
　※郵送の場合、８月６日消印有効
申込用紙請求方法

・本庁総務課または小川支所管理課において配布
・郵送の場合は、封筒の表に「採用試験申込用紙請求」と
　朱書きし、120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒　
　（A４サイズ）を同封のうえ申込用紙請求先まで請求する。
・町のホームページからもダウンロードできます。
　 ＵＲＬ　http://town.tochigi-nakagawa.lg.jp
申込用紙請求先・問い合わせ

〒324-0692　那珂川町馬頭409番地
那珂川町役場総務課人事秘書係　☎ 0287－92－1111

南那須地区広域行政事務組合

職員募集案内

　平成20年４月１日採用の職員を次のように募集します。
職種及び採用予定人員

・消防職員　２名　　　・救急救命士有資格者　２名
応募資格等　高等学校以上の学校を卒業した者または平成
20年3月卒業見込みの者で、昭和56年４月２日から平成２
年４月１日までに生まれた者
勤務内容　消防業務、救急救助業務及び一般事務
申込書類等　募集要項および申込用紙は、南那須地区広域
行政事務組合総務課、消防本部、管内消防分署の窓口で配布
（下記ホームページからもダウンロードできます）
南那須広域ＨＰ　　　http://www4.ocn.ne.jp/~ko-iki/
南那須消防本部ＨＰ　http://minaminasu.mydns.to/
申込受付期間　７月23日（月）～８月９日（木）
午前８時30分～午後５時（土曜日及び日曜日は除く）
試験日・場所等

◎第１次試験（一般教養試験・適性検査）
　９月16日（日）（会場：矢板東高等学校）
◎第２次試験（面接・体力測定）
10月中旬　（会場：広域行政事務組合）
合格発表

・第１次試験（９月下旬）　　・第２次試験（10月下旬）
申込書提出先・問い合わせ

　〒321-0602　栃木県那須烏山市大桶872番地
　南那須地区広域行政事務組合　総務課　総務係　
☎0287－83－0021（代）

町営住宅入居者募集案内

　※町営住宅の家賃は、所得に応じて決定します。
募集期間　　　７月17日（火）～31日（火）
入居予定期日　８月中旬以降
問い合わせ　　那珂川町建設課管理係　☎0287－92－1118
　　　小川支所産業建設課土木管理係　☎0287－96－2116
※入居資格等の詳細については、お問い合わせ下さい。

一般事務
①昭和 56 年４月２日～平成２年４月１日生
　まれの者

保育士

①昭和 54 年４月２日～昭和 63 年４月１日生
　まれの者
②保育士資格取得者または資格取得見込みの
　者。ただし、幼稚園教諭２種免許状以上取
　得者または取得見込みの者

試  験  日 場　　所 内　　容

９月 16 日（日） 県立矢板東高等学校 教養試験
適性検査

試  験  日 場　　所 内　　容

10 月中旬
馬頭総合福祉センター

（予定）

口述試験
作文試験
身体検査

団 地 名 間 取 り 家　賃（円）

馬頭地区 松ヶ丘 ２ＤＫ   8,800 ～ 14,600
古舘 ３Ｋ   9,900 ～ 16,400

３ＤＫ（２戸） 12,700 ～ 21,100
２ＬＤＫ 12,600 ～ 20,800

町有住宅（三枚畑）２Ｋ 5,000
小川地区 舟戸 ２Ｋ  5,700 ～ 9,400

薬利 ２Ｋ  5,300 ～ 8,800
谷田 ３Ｋ   6,700 ～ 11,100

３Ｋ   7,700 ～ 12,700
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第16回「とちぎ教育の日」作品募集

◆ポスター（原画）の募集

応募締切　７月３０日(月)午後４時
・用紙はＢ４判～Ｂ３判（Ａ３判、
　四つ切を含む）
・原画のみ。文字は入れない。縦長。
◆家庭に関する意見の募集

応募締切　９月７日(金)午後４時
・「家庭について感じたこと、考え
　たこと」を400字以内で自由な形
　式で書いてください。
・対象は小学生、中・高生、一般
※詳細は募集要項又は下記「とちぎ教育
の日」ホームページを参照願います。　
http://www6.ocn.ne.jp/~tochikyo/
※問い合せは「とちぎ教育の日」実
行委員会　☎028－643－0138

県北健康福祉センターからのお知らせ

　下記のとおり検査を実施します。
受検される方は、事前に予約が必要
となります。
◆ウイルス性肝炎（Ｂ、Ｃ型）検査

日時　毎週火曜日午前９時～10時
◆性感染症（ＨＩＶ抗体、性器クラ

ミジア抗体、梅毒抗体）検査

日時　毎週火曜日午後３時～４時
◆場所　県北健康福祉センター（大
田原市住吉町２－14－９）
◆問い合わせ　☎0287－22－2679
※検査結果については、受検者本人
が直接来所のうえ、お知らせいたし
ます。代理の方や電話等でのお知ら
せは一切行いません。

骨髄提供希望者登録受付

受付日時　毎週第２・第４火曜日午
前11時～11時30分
登録受付場所　県北健康福祉セン
ター（県北保健所）
登録要件　
・骨髄提供の内容について十分理解

　されている方
・年齢が満18歳以上54歳以下の方
・体重が男性：45kg、女性：40kg
　以上の方
・骨髄提供について家族の同意を得
　ている方
その他　事前予約が必要となります
ので、下記までご連絡下さい。
問い合わせ　県北健康福祉センター
（県北保健所）感染予防担当　
☎0287－22－2679

家庭教育オピニオンリーダー研修
受講者募集

　家庭教育について自主的に学習や相
談活動を行い、地域に根ざした支援・
援助ができる支援者養成を目指した研
修会が下記により開催されます。
研修日程　９月～来年１月（全９回）
研修内容　家庭教育支援に関する講
話 ･ 演習・グループ協議など
研修会場　栃木県総合教育センター
ほか
問い合わせ　栃木県総合教育センタ
ー生涯学習部　☎ 028 － 665 － 7206
申し込み　那珂川町教育委員会生涯
学習課　☎ 0287－92－2897
申込締切　８月24日（金）

第２学期（10月）入学
放送大学生募集

　放送大学はテレビ・ラジオで授業
を行う通信制大学です。さまざまな
年代や職業の人達へのニーズに応え
る科目を360以上ご用意しておりま
す。大学や大学院の授業科目を１科
目から気軽に学べるチャンスです！
この機会に放送大学で学んでみませ
んか？
出願受付期間　８月15日（水）
授業開始　　　10月１日（月）
問い合わせ　放送大学栃木学習セン
ター〒321－0943　宇都宮市峰町350
（宇都宮大学構内）☎028－632－
0572　HP http://www.u-air.ac.jp

町民プール・オープン

期間　７月 21 日（土）～９月２日（日）
時間　午前の部　午前９時30分～
　　　　　　　　午後０時30分
　　　午後の部　午後１時30分～
　　　　　　　　午後４時30分
問い合わせ　総合体育館
　　　　　　☎0287－92－5611

　　

第２回町民ゴルフ大会

期日　８月26日（日）
場所　馬頭後楽園ゴルフクラブ
参加資格　町内に在住・勤務する方
または町出身者等
募集人員　180名（先着順）
参加費　2,000円
プレー費　8,500円（プレー費・食
事・消費税込み）※当日支払い
申し込み　参加費を添えて８月10日
（金）までに総合体育館または小川
公民館へ申し込む。
問い合わせ　総合体育館
　　　　　　☎0287－92－5611

守ろう！確かめよう！
この最低賃金
平成18年10月1日発効

栃木県最低賃金

６５７円
　特定の産業には、産業別最低賃金
が定められています。
詳しくは、栃木労働局労働基準部賃
金室　☎028－634－9109へ
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今市少年自然の家感謝の集い

期日　８月26日（日）
内容　自然体験（川遊び、いかだ遊
び、火おこしなど）、炊飯体験（イ
ワナの塩焼き、棒パン・ケーキつく
り）、創作体験（杉板焼き、日光彫
り、木の実のクラフトなど）、その他
各種催し物（よさこいソーラン、お
楽しみ抽選会など）や模擬店（わた
あめ、かき氷など）を開催します。
募集人員　制限なし（日光彫り、い
わな、ケーキつくりは、先着順）
参加費　一部の体験活動では、費用
がかかるものがあります。          
問い合わせ　栃木県立今市少年自然
の家　☎0288－21－7224

第22回栃木県林業センター公開デー

　林業に関する試験・研究内容を県民
の皆さんに知っていただき、森林の持
つ公益的機能や自然環境を保全する
必要性などへの理解を深めていただ
くことを目的に開催いたします。
日時　８月19日（日）
　　　午前10時～午後３時
場所　栃木県林業センター（宇都宮
　　　市下小池町２８０）
催事内容　試験研究のパネル公開、
研究施設の公開、無料木工教室、森
のクイズ（景品あり）、緑化樹苗木プ
レゼント、きのこ試食コーナーなど
問い合わせ　栃木県林業センター　
　　　　　　☎028－669－2211

なす風土記の丘資料館の催し

　本物の土器を間近で見ながら、土
器をつくったり、古代の産金道具
「ゆり板」を使って、大内川で砂金
採りを体験してみませんか？
◆土器づくり

日時　７月 22 日（日）及び 29 日（日）
※時間は両日とも午前９時～正午

場所　なす風土記の丘資料館小川館
定員　30名
参加費　300円
その他　焼成は８月19日（日）の午
前９時～午後３時に行います。
◆夏休み考古学教室「産金体験」

日時　８月４日（土）午前９時まで
になす風土記の丘資料館小川館に集合
場所　大内川
定員　20名
参加費　200円（保険代など）
◆問い合わせ・申し込み　
なす風土記の丘資料館小川館　
☎0287－96－3366　FAX0287－96－3340
Ｅメールinfo@nasufudoki.com

福祉サービスに関する苦情や相談の
受付は栃木県運営適正化委員会へ

　栃木県運営適正化委員会は、福祉
サービスに関する利用者や家族等か
らの苦情や相談を適切に解決するた
め、助言・相談・調査・あっせん・
知事への通知等を行います。
　相談は電話や来所のほか、文書や
メールでも受け付けています。
問い合わせ　栃木県運営適正化委員会
　　　　　　　☎028－622－2941

統計グラフ
栃木県コンクール作品募集

　県内の小学生、中学生、高校生、
大学生及び一般の方を対象に統計グ
ラフの作品を募集します。
課題　自由とする。ただし、小学４
年生以下の応募については、児童自
ら観察または調査した結果をグラフ
にしたものとする。
用紙の大きさ　Ｂ２判（仕上げ寸法
72.8㎝×51.5㎝）タテ・ヨコどちら
でも可。
紙質・色彩　自由としますが、裏面
の板張り（パネル仕上げ）、表面の
セロハンカバーなどは認めません。
応募点数　１人で何点でも応募でき
ます。ただし、２枚以上にわたる
「シリーズ作品」は認めません。

合作の人数　１つの作品について５
人以内とする。
送り先　栃木県統計課
締切日　９月５日（水）
※県統計課に必着
問い合わせ　栃木県統計課　
　　　　　　☎0287－22－2679
※詳しくは栃木県統計課のホームペ
ージをご覧下さい。ＨＰアドレス：
http://www.pref.tochigi.jp/toukei/
graph/infograph.htm

介護支援専門員実務研修
受講試験のご案内

◆試験日時　10月28日（日）
　　　　　　午前10時～正午
◆試験会場

・宇都宮短期大学付属高等学校
　宇都宮市睦町1－35
・とちぎ健康の森
　宇都宮市駒生町3337－１
◆試験案内書の配布

期間　７月２日～７月31日
場所　町健康福祉課介護保険担当窓
口、県健康福祉センターなど
◆受験申し込み

期間　７月２日～７月31日
方法　試験案内書に同封の封書で簡
易書留にて送付（７月31日当日消印
有効）
受験料　8,000円
◆問い合わせ　社会福祉法人とちぎ
健康福祉協会　☎028－650－5587

下水道排水設備工事
責任技術者更新講習会

日時　9 月 14 日（金）午後２時～４時
場所　宇都宮市文化会館小ホール
申込期間　7月23日～8月3日
対象者　この資格を有し、有効期限
が平成20年3月31日までの方
申込書類　（財）栃木県建設総合技
術センターから本人あてに送付
問い合わせ

（財）栃木県建設総合技術センター
☎028－626－3187
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介護予防ボランティア
「ほっとなかがわ」募集

　９月から行われる「介護予防教
室」に協力していただける方を募集
します。参加者への介助・誘導・声
かけなど高齢者とのふれあいが主な
役割です。
　介護予防に関心のある方、ボラン
ティア活動に関心のある方はぜひご
応募ください。
ボランティア事前研修

①「ボランティアの心得・対応の方
　法」８月30日（木）午後１時30分
　～午後３時30分
②「介護予防運動の目的と実技」９
　月６日（木）午後１時30分～午後
　３時30分
定員　10名
申し込み・問い合わせ　那珂川町地
域包括支援センター（那珂川町小川健
康管理センター内） ☎0287－96－2161

森と湖に親しむ旬間

■ダムの一般公開　ダムの操作室等

　の公開

・西荒川ダム―７月23日（月）
　午前10時～11時30分、午後１時
　～３時
・寺山ダム―７月30日（月）
　午前10時～11時30分、午後１時
　～３時
■ダムの特別公開　ダムの操作室、

　堤体内部の公開

・東荒川ダム―７月24日（火）
　午前10時～11時30分、午後１時
　～３時
※ダム直下の東荒川発電所も公開
・塩原ダム―７月31日（火）
　午前10時～11時30分、午後１時
　～３時
■魚のつかみどりほか（アユ、イワ

　ナ、ヤマメ、マスのつかみどり）

・東荒川ダム親水公園内―７月 28 日
　（土）午前 10 時 30 分～午後２時　

　（小雨決行、ただし荒天の場合は
　29日（日）に順延）
参加費　無料
申し込み　県那珂川水系ダム管理事
務所　☎0287－43－5224

馬頭広重美術館ワークショップ
けしごむハンコの会
―ブックカバー編―

　手軽に彫れる消しゴムハンコを使
って、お気に入りの文庫本にぴった
りのオリジナルブックカバーを作り
ませんか？
日時　８月26日（日）
　　　午後１時30分
場所　馬頭広重美術館視聴覚研修室
参加費（材料費）1,000円
必要なもの　デザイン（こちらでも用
意いたします）、お気に入りの文庫本
定員　15 名（申し込み先着順）
申し込み締め切り　８月19日（日）
※このワークショップは「とちぎ県
民カレッジ」連携講座です。
問い合わせ　馬頭広重美術館　
☎0287－92－1199　担当　津田

ふれあい交流事業実行委員の募集

　出会いを求めている人同士の交流
の場をつくる事業です。今年の実行
委員を下記のとおり募集します。
対象　町内在住または町内に勤務する方
募集人数　男女各３名（定員になり
次第締切ります）
申し込み・問い合わせ　住民生活課
　戸籍住民係（結婚相談所事務局）
☎0287－92－1112

「家庭の日」推進・「栃木の
子どもをみんなで育てよう」運動
合同フォーラムのご案内

日時　８月１日（水）
　　　午後１時30分～午後４時30分
会場　那須烏山市烏山公民館
内容　講演及びグループ協議
講師　テリー・スーザン氏（作家・イラ

ストレーター・声優・幼児教育専門家）
演題　「家庭や地域のパワーアップ
をめざして」―子育て　みんなで　
考えませんか―
対象　県民一般
申込方法　７月 18 日（水）までに電話
で下記のいずれかにお申し込み下さい。
栃木県烏山健康福祉センター

☎0287－82－2231
南那須教育事務所

☎0287－82－2909

働きすぎていませんか？
あなたのからだ！

　（財）労災年金福祉協会は、厚生労
働省の委託を受け、仕事の疲れやス
トレスからくる健康のこと、「過労
死」及び「精神障害等」労災補償な
どに関する相談に応じております。
相談無料・秘密厳守

栃木県労災ケアサポートセンター
（厚生労働省委託）
（財）労災年金福祉協会栃木労災年
金相談所　〒321－0962宇都宮市今
泉町847－22　利一ビル３階　
☎028－625－2578　FAX 028－625－5429

献血にご協力ください

日時　７月18日（水）
　　　午前10時～午後４時
場所　馬頭健康管理センター
申し込み　馬頭健康管理センター
　　　　　☎0287－92－1188
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・８月11日（土）午後2：00～
　おはなしじょうずなボランティアが、昔ばなしの
　絵本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

★なかよしひろば
・７月20日（金）午前10：00～
　水遊びをしよう。（着替えを持ってきてね）
　雨天時は内容が変わります。
・参加申し込み７月18日（水）まで
・参加費　50円（おやつ代）

★移動児童館

「児童館」
７月16日～８月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

たのしい絵本と紙しばいの会
・７月18日（水）午前10：30～
・８月 １日（水）午前10：30～
　小さなお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

婦人ボランティアのおはなし会

高校生ボランティアのおはなし会
・８月４日（土）午前10：30～
　紙しばいや楽しいおはなしがいっぱい。
　おはなしのあとには、たのしい工作教室があり
　ます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

★陶芸教室
・７月26日（木）午前９：30～　
　夏休みの作品を作ろう！
　作りたいものを考えてきてね。
・講師　桧山昌江氏
・材料費　500円
・参加申し込み　20日（金）まで

★夏休みお楽しみ会
・８月２日（木）午前10：00～
・内容　楽しいゲームとスイカ割り
・参加申し込み　７月3１日（火）まで
・参加費　無料

・７月28日（土）・第１回　午前９：30～　
　　　　　　　　　・第２回　午後１：30～　　　　
・内容　簡単工作　楽しいゲームあそび
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
・参加申し込み　７月25日（水）まで
・参加費　無料

★おはなし会
・８月６日（月）午前10：00～　　　　　
　まほろばがたりの会のみなさんの楽しいおはなし
　です。
　おいしいポップコーン作りもします。
　みんなできてね。

今
月
の
表
紙

・８月８日（水）午前10：30～
　名画鑑賞
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

読　書　会

　

　
「
み
ん
な
で
歩
こ
う
ま
ほ
ろ
ば
の

里
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
６
月
17
日
、

「
第
５
回
ま
ほ
ろ
ば
の
里
歩
け
歩
け

大
会
」
が
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
発
着
点
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
夏
の
日
差
し
の
も
と
、
幼
児

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
１
３
４
名
が

参
加
し
、
那
珂
川
の
堤
防
沿
い
を

初
心
者
（
６
キ
ロ
）、
標
準
（
９
キ

ロ
）、
熟
練
（
12
キ
ロ
）
の
３
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
歩
き
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。
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那
須
の
発
掘
物
語 ―

古
墳
は
語
る―

　

那
珂
川
町
に
住
む
皆
さ
ん
は
、
栃

木
県
で
最
も
古
い
時
期
に
作
ら
れ
た

駒
形
大
塚
古
墳
や
、
県
内
最
大
規
模

の
横
穴
式
石
室
を
も
つ
川
崎
古
墳
な

ど
、
日
常
生
活
の
中
で
古
墳
を
目
に

す
る
機
会
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

古
墳
は
権
力
を
示
す
た
め
に
造
ら

れ
た
豪
族
の
お
墓
の
こ
と
で
す
。
そ

こ
に
葬
ら
れ
た
人
物
が
生
前
身
に
付

け
た
も
の
や
、
葬そ

う

送そ
う

儀ぎ

礼れ
い

の
際
に
使

用
し
た
も
の
、
権
力
の
象
徴
や
呪
術

的
な
意
味
を
も
つ
も
の
な
ど
、
様
々

な
も
の
が
死
者
と
共
に
埋
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ら
を
副ふ

く

葬そ
う

品ひ
ん

と
い
い
ま

す
。
発
掘
調
査
に
よ
り
出
土
し
た
副

葬
品
は
、古
墳
の
造
ら
れ
た
時
代
や
、

そ
こ
に
葬
ら
れ
た
人
物
、
当
時
の
社

会
に
つ
い
て
考
え
る
重
要
な
情
報
源

と
な
る
の
で
す
。

　

副
葬
品
の
代
表
的
な
も
の
に
鏡
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
古
墳
時
代
の
鏡
は

姿
を
映
す
た
め
と
い
う
よ
り
、
呪
術

的
な
祭
り
の
道
具
、
あ
る
い
は
豪
族

の
力
や
地
位
を
示
す
宝
器
と
い
う
性

格
が
あ
り
、
権
力
の
象
徴
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
鏡
に
は
優
劣
が
つ

け
ら
れ
、
最
も
高
い
価
値
を
も
つ
の

は
中
国
製
の
鏡
で
す
。
そ
の
中
国
製

の
鏡
が
、
那
珂
川
町
の
古
墳
か
ら
出

土
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
那
須
八
幡
塚
古
墳
か
ら
虁き

鳳ほ
う

鏡き
ょ
うが

発
見
さ
れ
ま
す
。
四
組
の
虁

鳳
（
想
像
上
の
鳥
）
が
描
か
れ
て
お

り
、
二
世
紀
前
半
に
作
ら
れ
た
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
駒
形
大
塚
古
墳
か
ら
は
画が

文も
ん

帯た
い

四し

獣じ
ゅ
う

鏡き
ょ
うと

い
う
鏡
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
四
頭
の
龍
や
虎
な
ど
が
描

か
れ
て
お
り
、
三
世
紀
前
半
に
作
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
栃
木

県
内
で
中
国
製
の
鏡
が
見
つ
か
っ
た

の
は
那
珂
川
町
の
古
墳
出
土
の
二
面

の
み
だ
と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
日
本

で
中
国
製
の
鏡
が
出
土
す
る
最
も
東

の
地
域
が
、
こ
の
那
珂
川
町
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
古

墳
に
葬
ら
れ
た
人
物―

那
須
に
生
き

た
豪
族
の
権
力
の
大
き
さ
、
那
須
地

方
の
文
化
の
高
さ
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
古
墳
は
多
く
の
こ

と
を
私
た
ち
に
語
り
か
け
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
今
年
の
夏
休
み
小
中
学

生
向
け
展
示
会
は
『
那
須
の
発
掘
物

語―

古
墳
は
語
る―

』
と
題
し
ま
し

て
、
古
墳
や
副
葬
品
を
通
し
て
那
須

と
は
ど
の
よ
う
な
地
域
か
を
探
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
３
日
か
ら

小
川
館
に
て
開
催
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
是
非
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　

学
芸
員　

木
村　

友
美
）

７月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　　 9,948 人  （－ ９）
 　女　　10,004 人  （－ 7  ）
 　計　　19,952 人  （－ 16）
 世帯数　  5,984　    （＋ ２ ）

（　）内は前月との比較

う
ぶ
ご
え

お
く
や
み

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
） （
住
所
）

荒
井　

英え

望み　

雄
二
郎

　
　
　
　
　
　

玉　

江　

矢　

又

荒
井　

玲れ

望み　

雄
二
郎

　
　
　
　
　
　

玉　

江　

矢　

又

相
田　

龍り
ょ
う
ま馬　

剛　

良 

　
　
　
　
　
　

由
香
里　

小　

口

薄
井　

悠ゆ
う

太た　

健　

則 

　
　
　
　
　
　

由　

紀　

久
那
瀬

小
堀　

翠せ

夏な　

直　

行 

　
　
　
　
　
　

真　

理　

松　

野

田
代　

彩さ
い

加か　

勇　

次 

　
　
　
　
　
　

優　

子　

松　

野

岩
本　

真ま

衣い　
　

浩 

　
　
　
　
　
　

晴　

美　

小　

砂

若
林　

  

陸り
く　
　
　
翔 

　
　
　
　
　
　

愛　

美　

小　

川

平
成
19
年
５
月
21
日
～

　

平
成
19
年
６
月
20
日
受
付
分

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）　 

（
住
所
）

稲
澤　

ウ
ラ
（
82
）　　

馬　

頭

髙
野　

タ
ケ
（
87
）　　

馬　

頭

岡　
　

祐
三
（
88
）　　

馬　

頭

露
久
保
ハ
ツ
ヱ
（
78
）　　

健　

武

佐
藤　
　

渡
（
83
）　　

健　

武

塙　
　

ヨ
テ
（
92
）　　

矢　

又

立
花　

昭
一
（
79
）　　

矢　

又

岡　
　

幸
晴
（
86
）　　

小　

口

髙
山　

ト
ラ
（
86
）　　

久
那
瀬

小
川　

マ
キ
（
87
）　　

松　

野

大
武　

キ
ミ
（
90
）　　

富　

山

小
幡　

ユ
キ
（
81
）　　

富　

山

益
子　

カ
ネ
（
81
）　　

大　

内

大
森　

昭
一
（
79
）　　

大
那
地

益
子　

ウ
メ
（
92
）　　
大
山
田
下
郷

佐
川　

タ
ツ
（
91
）　　
大
山
田
下
郷

佐
川　

ツ
タ
（
79
）　　
大
山
田
下
郷

菊
池　

正
壽
（
87
）　　
大
山
田
上
郷

益
子　

善
行
（
30
）　　
大
山
田
上
郷

益
子　

文
夫
（
82
）　　
大
山
田
上
郷

笹
沼　

政
男
（
87
）　　

小　

砂

長
山
サ
ナ
イ
（
65
）　　

小　

砂

佐
藤　

保
夫
（
97
）　　

小　

砂

髙
橋　

セ
ヱ
（
76
）　　

小　

川

深
澤　
　

淳
（
76
）　　

小　

川

佐
藤　

勝
美
（
67
）　　

小　

川

鈴
木　

清
壽
（
82
）　　

白　

久

大
森　

世
子
（
71
）　　

芳　

井

虁
鳳
鏡（
那
須
八
幡
塚
古
墳
出
土
）

画
文
帯
四
獣
鏡（
駒
形
大
塚
古
墳
出
土
）
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田
町
・
午
後
６
時　

石
井
普
一
さ
ん
（
高
岡
）

鮎 

解 

禁 　
　

ばとうの観光写真コンテスト受賞作品
入　選

ミニ
ギャラリー

企 画 展

「 ― 保永堂東海道から竪絵東海道 ― 」

第22回

①「東海道五拾三次之内　京　三条大橋」（大判　版元：竹内孫八）

　江戸時代の東海道の旅は、徒歩を中心に渡
舟、駕籠、馬などを利用しながら126里６丁
（約496キロメートル）の距離を約２週間で
走破しました。当時の旅は命がけで、旅立つ
時に友人たちと水杯を交わしたといいます。
病気、怪我、護摩の灰（詐欺師）や天候に悩
まされながらも、その分名所旧跡を見物し美
しい風景を堪能し、地元の名物料理を満喫
し、さまざまな旅人と知り合い、江戸で旅行
ガイドブックや錦絵では味わえない旅の醍醐味に興
じることが出来ました。しかし今日では、東京と京
都間を新幹線を利用すると、２時間20分で着いて

②「五十三次名所図会　一　五十三

次名所図会　五十五　大尾　京　三

條大はし」（大判　版元：蔦屋吉蔵）

しまいます。旅を
味わう間もなく、
居眠りする余裕も
なく、逆に居眠り
をすると目的地を
通り過ぎてしまい
ます。
　今回紹介する作
品は①「東海道五
拾 三 次 之 内 　 京
　 三 条 大 橋 」 と
「五十三次名所図
会　五十五　大尾
京　三條大はし」
で す 。 ① の 作 品
は、近景が鴨川と
三 条 大 橋 で 遠 景
の 大 き い 山 が 比

に豊臣秀吉の命を受けて増田長盛が奉行となり（今
日の現場監督）礎を盤石で固め、橋脚の石柱63本
使用した頑丈な橋でした。しかし広重が天保初年
（1830～32）に制作したこの作品の三条大橋の橋
脚は木造の構造になっています。この事から天保初
年に広重は東海道を旅していないのではないかとい
われています。当時も同様の指摘がされたようで、
広重は後に20余種の東海道を制作していますが、
三条大橋の橋脚部分は描いていません。
　つぎに紹介する②の作品は広重にとっては最後の
東海道シリーズです。作品中の三条大橋の安政２年
（1855）に制作した橋脚部分は、石柱で描かれてい
ます。広重は20年の歳月を掛けてようやく修正し
ました。他にも比叡山は描かれず、清水山と山中に
位置する清水寺は描かれていますが、知恩院は霞の
中に隠れています。この２つの東海道には他にも小
さな違いがいくつもあります。２つの作品の制作時
期のズレは約20年です。その間に微妙に名所地の
ズレがあったり広重の勘違いを修正したりしていた
ようです。
【会期】後期  ７月12日（木）～８月19日（日）

 那珂川町馬頭広重美術館　学芸員　市川　信也

叡山、小さい山が清水山でその中腹にあるのが清水
寺と知恩院です。三条大橋は、天正18年（1590）

ミニギャラリー
作品募集！

　あなたの作品をここに出展
してみませんか？
　絵画、写真、絵手紙などの
作品をお待ちしております。
問い合わせ：企画財政課 
　☎0287－92－1114


